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（５）研究成果の概要 
背景および目的 
Src キナーゼ Lyn は脂質修飾を受けて細胞膜とゴルジ体に局在することが知られている。細胞膜ではスフ

ィンゴ糖脂質ドメインの内葉に存在して、病原菌糖鎖の結合に由来する免疫シグナルを受け取り、免疫細

胞を活性化する[Nakayama etal.Scl.Rep.12,5181(2022)]。Lyn は、N 末端側のユニークドメインと呼ばれ

る領域に存在する二本の脂質鎖と塩基性アミノ酸が豊富に含まれる領域で、細胞膜の内葉に局在する脂質

と相互作用する。Lyn は N 末端の N-ミリストイル鎖に加えて隣の Cys 側鎖に可逆的に付加される S-パル

ミトイル鎖が脂質膜のアンカーとして脂質膜親和性を調節することが知られているが、スフィンゴ糖脂質

ドメインの内葉近傍に Lyn が優先的に分配する機構はよくわかっていない。われわれは、特に膜厚や膜の

オーダー、脂質頭部基の極性など脂質分子と脂質膜の物理化学的特性の観点から、Lyn の N 末端領域がス

フィンゴ糖脂質ドメインの裏側に優先的に分配されうるか、脂質膜モデル系を構築して検証する。固体

NMR や蛍光測定など、時間、空間分解能の異なる測定を用いて得られたデータを詳しく解析することで、

Lyn の脂質膜上のドメインヘの分配制御機構の解明を目指す。 
方法と結果 

北條研究室にてペプチド合成法をおこなった。Fmoc 固相合成法を用い Lyn の N 末端から 20 残基ほどを

迅速に伸長した。続いて、フリーの N 末端にミリスチン酸をアミド結合にて導入したのち樹脂から切り出

し、HPLC で精製することで目的の脂質化ペプチドの一つを合成した。さらにチオエステル交換反応によ

り、S パルミチン酸の導入をおこなった。現在は S パルミトイル化されたペプチドの HPLC での精製条件

の検討をおこなっている。 


